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1)超 音波照射が骨代謝に及ぼす影響について

○和田 隆史

(奥羽大 ・大学院 ・保存修復)

【目 的】現在,低 出力パルス超音波は医科領域

での骨折治療に用いられ,そ の他で も様々な治療

に使われ始めている注 目の治療機材である。 しか

し,超 音波が骨組織にどのように作用 して骨再生

を行っているかという基礎的知見はあまり知 られ

ていない。そこで,今 回,超 音波 をメカニカル

プォースとして捉 え,超 音波照射 により骨欠損

ラッ トの骨代謝にどのように作用 しているかを軟

エ ックス線,DEXA,三 点曲げ試験,骨 形態計測,

ヘマ トキシリンエオジン染色,免 疫組織学的染色

を行 うことにより基礎的知見を得るために実験 を

行った。

【材料 と方法】 ラッ ト脛骨に骨欠損を制作 し超音

波照射 を毎 日麻酔下でl5分 行 った。 ラッ トは三

点曲げ試験グループ,脱 灰切片グループ,非 脱灰

切片グループの3つ に分け,非 脱灰切片グループ

にR屠 殺の2日 前 と5日 前にカルセインの投与を

行い,1週,2週,3週,4週 にて各々屠殺 を行っ

た。脱灰切片グループと非脱灰切片グループはホ

ルマ リン固定後,エ タノールで洗浄 しDEXAと

軟エ ックス線の撮影 を行 ってか ら切片の作成 を

行った。三点曲げ試験グループは屠殺後,生 理食

塩水にいれ,三 点曲げ試験を行った。

【結 果】軟エ ックス線,DEXAで は特 に大 き

な違いは見られなかったが,三 点曲げ試験では2

週においてはコン卜ロール群 と比較 してus群 に

強度の向上がみられた。HE染 色においては2週

目以降でコン トロール群 と比較 して明らかにus

群 における外骨膜での骨の形成が増加 している所

見がみ られた。アル シアンブルー染色において軟

骨の形成が認め られなかった。免疫染色において

は,1週 にてUS群 でのオステオポンチンの染色

性はus群,コ ン トロール群ともに欠損部に形成

された新生骨の骨芽細胞 と骨細胞 にみ られ,両 者

の局在には差が見 られなかった。カルセインにお

ける骨形成量の比較では,us群 での外骨膜にお

ける骨形成量の増加が見られた。

【結 論】今回の結果 より骨欠損時の治癒過程に

おいては骨折時とは違い,膜 内骨化優位の骨の再

2010

生がみられると考えられる。また,低 出力超音波

パルスは皮質骨(外 骨膜)の 骨形成 を2週 目以降

か ら尤進すると考えられる。これよ り,ラ ッ ト脛

骨欠損部の治癒に対す る低出力超音波パルスの作

用は,早 期に骨膜での骨形成 を促進することによ

り治癒 を早めることが示唆された。


